




























第 1中間周波回路 第 1中間周波回路
第 2 中間周波
第2中間周波及び
流 回 路
可聴周波回路 可聴周波回路
ができるようにするほかに，無線電信又は無線
電話の機器の製造阪売などができるようになっ
ていました。
昭和16(1941)年10月末日現在の本邦無線電
信電話局所設備一覧表（逓信省工務局）により
ますと，固定局の周波数は東京から北米，南米，
英，欧州向けAl,A2 6330KC____,21520KC間計
33波， A36730KC,...,._,20560KC間計11波，大阪
から欧州，地中海向けAl,A2 5980KC,......,19120 
KC間計13波の使用記録があります。
写真はB15型受信機で国祭電気通信株式会社
が昭和15(1940)年以降に狛江工場で製造し
た機器ですが，股追年月，番号は不明です。
製造目的として受信周波数切替の容易，
化及び資材節約となるようにしてあります。
特徴は使用可能周波数範囲 4~3OMCのスペ
ースダイバシティ受信機ですが，この目的に使
用しないときは左右2台のA3受信機として使用
できます。昭和20年代後半KDD上福岡受信所
から教材として私自身がトラ必ジ}クで運びました。
戦中から戦後にかけて活躍した受信機で，今残
っているのはこの機器だけではないでしょうか。
（「日本無線史」参照）
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